
 
 

第 244 回つくば分子生命科学セミナー 
TSUKUBA MOLECULAR LIFE SCIENCE SEMINAR 

 
演題：Molecular Pathogenesis of SLE: New Insights from 

Murine Models of SLE. 
 

演者： 出井 章三 先生 
Department of Pathology and Immunology, C.M.U., Geneva, 
Switzerland 

 
日時：2007 年 4 月 25 日（水） 15:00-16:30 
会場：4B482 
 
要旨： 
出井章三先生は、自然発症の自己免疫疾患モデルマウス解析の第一人

者で、これまで、マウスの自己免疫疾患発症機構について、多くの論

文を発表されてきました。特に、自己免疫発症に係る遺伝的背景の重

要性の解析や、マウス IgG3 サブクラス抗体による糸球体腎炎、血管

炎発症機構の解析では、顕著な業績を上げられています。本講演では、

これまでの先生の解析について、総括的なお話をしていただく予定で

す。 

 多数の参加をお待ちしています。 
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